




























































































































































































































































































































































































(2) 拙稿 ｢(きまり)制度の構造とその間題に関する検討- くきまり)制度の 『正当化知識』への接
近｣筑波大学大学院教育学研究科 教育学研究集録第10集,1986.









(7) 有倉達吉 ･天城勲 『教育関係法ⅠⅠ』日本評論社,1958,pp.91-92.






























(27) たとえはA. D. リンゼイ 『上亡主主義の本質』未来社,1964.
(28) --バーマス 『イテオロキーとしての技術と科学』紀伊国屋書店,1970.
(29) ひとつの試論として､佐藤慶幸 『ウェ-バ-から--バーマスへ』世界書院,1986があるOここ
では ｢剛度｣神話を打破するものとして-ーバ ー マス理論を積極的に評価しているO
(30)P.バーか--B.バ- ガ--H.ケル十一,高山 ･馬場訳 『故郷喪失者たち』新曜社,1977.
(31) --バーマス,河上 ･フープリヒト･平井訳 『コミュニケーション的行為の理論 (上)』未来
社,1985.p.43.
